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本論文は、近年その重要性が高まりつつも、従来研究対象とされていない、回復期リハ

ビリテーション医療の領域における原価計算を対象とした研究である。医療財政の悪化を

背景に医療分野でも原価計算の重要性は認識され、その研究も少しずつ蓄積されてきては

いる。しかし従来のこの分野の研究は、基本的には急性期医療を対象としたものであった。

こうした問題意識の下、本論文では、回復期リハビリテーション医療における原価計算の

実施状況を明らかにするとともに、急性期医療とは異なる面を持つ回復期リハビリテーシ

ョン医療に適する原価計算手法を提示することを目指している。 

本論文の貢献は、以下の 2点である。 

一つは、回復期リハビリテーション医療においても原価計算に基づく経営管理が必要と

なる中、回復期リハビリテーション病棟の損益を把握していない病院が過半を占めると同

時に、その実践状況は、当該病棟の法人内における経営上の位置づけ（法人内急性期病院・

病棟を支える位置づけか他法人急性期病院からを含めた独立採算的位置づけか）によって

異なることを明らかにした点は高く評価できる。 

もう一つの貢献は、疾患・サービス別と病棟別の二つのタイプの原価計算の別に、人件

費の割合が極めて高いという回復期リハビリテーション医療の特質を考慮して、当該領域

に適した原価計算の方法を複数の病院の具体的なデータに基づいて明らかにするとともに、

その計算結果を用いた経営管理の可能性について検討したことである。 

ただ、この研究にも問題点がないわけではない。本研究で用いられた質問票調査の回収

率は十分に高いとはいえず、また当該領域に適した原価計算方法の提示に際して用いた病

院データの精度には限界も見られる。もっとも、この問題点は申請者の今後の研究で克服

されていくべき問題であり、本研究の価値を損なうものではない。 

よって、審査員一同は、所定の試験結果をあわせ考慮して、本論文の筆者が一橋大学学

位規則第５条第１項の規定により一橋大学博士（商学）の学位を受けるに値するものと判

断する。 


